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IM P-6 型メタロ 3ラクタマーゼは本邦を初めとして、東アジアで広がりを認めているカルパペネム分解酵素
（カルバペネマーゼ）であり、腸内細菌科細菌での流行が確認されている。カノレパベネマーゼ産生菌治療に
















14/ 株で拡張型。ラクタマーゼ、で、あるCTX -M 2を同時に有しており、そのうちl株はCTX Ml も同時に保
有していた。キノロン耐性遺伝子に関してはac 俗ツlfb -cr. が最も多く、以下oqxA, q刀1rS, oqxAB, qn rB と続い
た。イノカラムサイズ現象に関しては、メロベネムですべての株で認められ、イミベネムでは13/4 株、 レボフ
ロキサシンで7/14 株、アミカシンでは3/ 14 株で認められた。接合伝達で新たに作成した株は合計1 株であり
、イノカラムサイズ現象は、メロベネムに対してはすべての株で、認められ、イミペネム8/1 株、 アミカシン1/ 1
株で認められたが、レボフロキサシンで、はl株も認められなかった。
今回の検討で用いたIMP -6産生腸内細菌科細菌ではすべての株でIMP -6遺伝子以外の少なくともlつは
プラスミド性の耐性遺伝子を有していた。カルパベネムに対するイノカラムサイズ、現象はIMP-6 型のカルパベ
ネマーゼ、によるところが大きかった一方で、キノロン耐性遺伝子のキノロン系抗菌薬に対するイノカラムサイ
ズ現象は過去の報告とは異なり、認められなかった。近年問題となっているカルパベネマーゼ、産生株による
感染症では、菌量をなるべく減らすため、積極的外科的ドレナージなどが可能な症例では必須かもしれない
